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５月連絡委員幹事会 会議録 

※会議議題関係部分のみ記録 

 

日 時：令和６年５月７日（火）午後３時～ 

場 所：市役所２階 会議室１ 

出席者：連絡委員正副幹事１２名 

   ：事務局４名 

   ：議題説明者４名 

傍聴者：２名 

   

会議内容 

１ 市民憲章唱和（副代表幹事） 

２ 代表幹事あいさつ 

３ 議題 

(1) へきなん地域福祉ハッピープランにおける地域福祉推進会議の開催について

（福祉課） 

      正副幹事：質疑なし。 

 (2) 令和６年度碧南ヘルスキーパー事業等へのご協力について (健康課) 

   正副幹事：ヘルスキーパーに仕事の中身について、公民館祭りではどういっ

たことをすべきか。またブースでの協力とは何をするのか。 

    説 明 者：各公民館と内容を詰めている。決まり次第、内容をヘルスキーパ

ーの方にご連絡し、ご了承いただいた方に協力をお願いする。 

   正副幹事：補助金の額について、地区の上限があるが、地区とはどの単位か。 

説 明 者：２５の地区単位。大浜は上中下それぞれでの申請となる。 

   正副幹事：実績報告とは昨年度の実績報告か。 

        今年度の実績報告。今年度補助金を希望される地区は、事業終了

後に提出をお願いしたい。 

   正副幹事：昨年度行った事業を継続する場合、対象か。 

   説 明 者：対象となる。 

   正副幹事：ヘルスキーパーはどのように選出されるのか。 

説 明 者：昨年度の幹事会にて選出を依頼した。 
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   正副幹事：ヘルスキーパーの把握をしていない地区もある。事業を実施する

場合、地区ごとに調整する必要があるのか。また、他地区の昨年

度の実績も教えてほしい。 

   説 明 者：この補助金は今年から。昨年度は健康推進委員に依頼をし、事業

を行っていた。町内会と合同で行っている地区もあれば、健康推

進委員が独自で事業を行っていた地区もあった。 

   正副幹事：今まで健康推進委員は地区とはかけ離れた組織という認識だった。

今年度からは、ヘルスキーパー事業の補助金が地区に入るとなる

と、地区の事業として行う必要がでてくる。認識を変える必要が

あるか。 

   説 明 者：以前から選出依頼を地区にお願いしているので、地区も把握して

いると認識。 

正副幹事：地区の防災訓練も対象になるか。また防災訓練には防災課からの

補助金も出ているが良いか。 

説 明 者：防災訓練の中で、ヘルスキーパーとして事業を行うなら対象とな

る。 

正副幹事：公民館祭りや総合防災訓練等、全てに参加・登録する必要はある

か。 

説 明 者：補助金と、それぞれのヘルスキーパーさんに協力いただく事業は

切り離している。都合がつかず参加いただけない場合にも地区で

健康づくりに関する活動をされるということなら、補助金の交付

をさせていただく。 

 (3) 生活習慣病予防健診の無料体験受診について（健康課） 

   正副幹事：町内会長も対象ということか。 

   説 明 者：対象となる 

   正副幹事：この検診は毎年おこなっているのか。 

   説 明 者：行っている。 

   正副幹事：予約がいっぱいになることはあるか。 

   説 明 者：時期によるが、女性限定デー以外は大体大丈夫と思われる。 

   正副幹事：連絡委員への案内は別途していただけるのか。 

   説 明 者：本日全連絡委員様分の用紙をいれさせていただいたので、各地区
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にお配りいただきたい。 

 (4) 碧南市内巡回「くるくるバス」利用促進協議会の委員選出について 

（商工課） 

   各地区の副幹事が委員として選出された。 

   正副幹事：半田市では、高齢者の方が自分の家から公共施設や駅まで、市の

補助のもと自己負担３００円でタクシーを利用できるシステムが

あると聞いた。そのあたりも調べてほしい。 

   説 明 者：刈谷市や西尾で、デマンド型というあらかじめ決まったポイント

に要望に応じて送迎するシステムがあることは確認している。た

だ、地区によっては利用者が伸び悩んでいる等の事例も確認でき

る。くるくるバスについては、観光でみえた市外の方も利用でき

るのに対し、デマンド型は利用対象者が限られる等の不都合も生

じている。今後もやり方等研究を続けていく予定。 

   正副幹事：くるくるバスは現在無料だが、受益者負担とすることの検討など

はしているのか。 

   説 明 者：広く市民の方への均等福祉施策としてくるくるバスを運行してい

るが受益者負担の考え方も成り立つ。今後の選択肢として上がっ

てくる可能性もある。 

   正副幹事：市民アンケートの中で、西端は交通便の悪さから「住みやすさ」

の項目で最下位。また、人口も減少している。住みやすい街にし

ていきたい。 

   説 明 者：全国的な問題なので難しい部分もある。 

 (5) 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の貸出について（地域協働課） 

   正副幹事：区民館等に設置してある AEDを持ちだして使っても良いのか。 

   説 明 者：ＡＥＤマップに登録されている場合、持ち出しは控えていただき

たい。 

 (6) 令和７年度コミュニティ助成事業について（地域協働課） 

      正副幹事：資料１５ページについて、令和４年度大浜地区が実施予定になっ

ているが、これはまだ完了していないということか。 

   説 明 者：資料の間違い。事業は実施済み。 


